
議案質疑・一般質問の内容及び答弁者

議案に対する質疑

【１２月５日】

発 言 議 員 議 案 件 名 ・ 要 旨

２番
永沼正人議員

1. 議案第６７号　平成２３年度　羽生市一般会計補正予算（第８号）
第２表　債務負担行為補正　羽生市体育館及び羽生中央公園指定管理
業務委託　１６０，６００千円について

①生 涯 学 習 部 長

1) 金額設定の根拠について 　
2) 以前に比べ、どれだけの経費削減効果があるのか。

2. 議案第７６号　羽生市体育館及び羽生中央公園の指定管理者の指定に
ついて

　

1) 指定管理者選定の経緯について
2) サービスの質が低下しないために、どのような方策をとるのか。
3) 地元羽生市内の雇用について、雇用は増えるのか、減るのか。シルバ

ー人材センターへの影響はあるのか。
　

１３番 1. 議案第６７号　平成２３年度　羽生市一般会計補正予算（第８号） 　
斉藤　隆議員 1) 特別支援教育就学奨励費（小学校費　△７１６，０００円・中学校費

△３３６，０００円）の減額措置について
①学 校 教 育 部 長

　 ① 見込数
② 減員数（対見込数）
③ 現状の特別支援教育の在り方（支援学級設置校・設置数・児童数・生

徒数・課題等・児童生徒の状況）

2. 議案第７２号　羽生市もくせいの里条例の一部を改正する条例 ②市 民 福 祉 部 長
1) 第２条では定員９名としているが、２名増員されることでの、今後の

管理運営体制の在り方について
2) 第４条中「要介護者」の介護度の規定を設けなかった理由及び条例運

用上で想定する介護度についての見解
　 　3. 議案第７７号　羽生勤労者総合福祉センターの指定管理者の指定につ

いて
③経 済 環 境 部 長

1) 平成２１年度から３ヶ年間の羽生勤労者総合福祉センターの指定管理
者の運営の在り方についての総括

① 利用件数

② 利用者数

③ 利用者の満足度・苦情

④ 施設管理の状況

⑤ 経費削減効果

⑥ 解決すべき課題

⑦ 今後３カ年間へ向けた施設運営の在り方

１４番
蜂須直巳議員

1. 議案第７６号　羽生市体育館及び羽生中央公園の指定管理者の指定に
ついて

①生 涯 学 習 部 長

1) 指定管理者の選定に至る経過について
入札参加者数、選定の基準、プレゼン等はどの様に実施したのか…

　

2) なぜ共同事業体となったのか… 　
3) 自主事業の開催、運営をどの様に考えているのか… 　

4) 陸上競技場の観覧席など損傷の激しい部所の修繕や各種備・部品（イ
ス・テーブル・テント等）の更新等は必要ないのか…業者からの要望
は…

5) 今日迄、各種団体が年間行事として取り組んできた諸行事の開催、運
営に支障は出ないと確認出来るのか…

6) 体育館、中央公園、陸上競技場等の利用団体や利用者の声をどの様に
把握しているのか…

　
５番
中島直樹議員

1. 議案第６７号　平成２３年度羽生市一般会計補正予算（第８号）
繰越明許費　１億５，４７６万円について

①生 涯 学 習 部 長

1) 提案理由説明の中で、東日本大震災による福島第一原子力発電所の放
射能対策が拡大されたため解体が見込めないとあるが、今後の予定は
どのようになっているのか。

　

　

                                           平成２３年１２月定例市議会

答 弁 者

これらの推移から見る分析について
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発 言 議 員 議 案 件 名 ・ 要 旨

３番
入江國夫議員

1. 議案第６７号　平成２３年度羽生市一般会計補正予算（第８号）
第２表　債務負担行為補正について

①経 済 環 境 部 長

1) 羽生勤労者総合福祉センター管理運営業務委託　５９，５００千円に
ついて

　

① 算定の根拠はなにか

② 前回と比較では１７０万円減っているがその内容について

2. 議案第７６号　羽生市体育館及び羽生中央公園の指定管理者の指定に
ついて

②生 涯 学 習 部 長

1) 現在のスポーツ振興課と都市計画課の職員体制はどう変わるのか（臨
時職員も含めて）。

　　
市政に対する一般質問
【１２月５日】

発 言 議 員 議 案 件 名 ・ 要 旨

５番 1. 羽生市ロケーションサービスの活用について ①経 済 環 境 部 長
中島直樹議員 1) 設立してからの撮影実績は？

2) 撮影実績を広く周知する必要性について 　
3) エキストラ出演の登録制度を設けては？

2. 図書館の運営方針と事業計画について ②
1) 窓口業務の民間委託のその後の計画は？
2) 運営基本計画の策定について

3. 今後のゆるキャラさみっとin羽生について ③市 長
④経 済 環 境 部 長

９番 1. 消防の広域化について
島村　勉議員 1) 消防の広域化の影響 ②消 防 長

① 救急業務対策について
② 防災支援について
③ 市財政の改善（スリム化）について
2) 第７ブロック協議会離脱の決断の想い、これまでの３つの協議会の破

綻について見解及び羽生市の方向について
①市 長

　 2. 東日本大震災被害の羽生市の復旧状況について ③総 務 部 長
　 1) 市民の支援は？

　
　

3. 菊花展の展示場移転の理由について ④経 済 環 境 部 長
1) 昨年から三田ヶ谷になぜ？
2) 大和町に相談？
3) 長年の協力に対して？

　

６番 1. 「花と緑のふるさとづくり」について
根岸義男議員 1) 「花と緑のふるさとづくり」の見解について ①市 長

2) 菜の花やれんげ草・コスモス等の転作作物として、国や県の補助金制
度は有るのか

②経 済 環 境 部 長

3) 学校としての花の育成・観察・環境教育の考え方について ③学 校 教 育 部 長

【１２月６日】

発 言 議 員 議 案 件 名 ・ 要 旨

１番 1. 福祉施設とは何か ①市 民 福 祉 部 長
新井貫司議員 1） 現在福祉施設はいくつあって、どれくらいの人が利用しているのか。

また、その中にどれほどの羽生市民が含まれているのか。 　
2） デイケアサービスセンターの措置費について、市が支払う基準額、こ

れは１回あたり。あるいは１人あたりでも結構ですので明解なる額を
答弁願います。また、その金額は近隣市町村と比較して高いのかどう
か。埻玉県内ではどうなのか。

3） 老人ホームの入居について、入所するための費用は市が管理している
のか、あるいは、市に一定の基準はあるが、施設者がそれを超えて要
求し、金額の管理まで行っているのか。
また、重複した措置を受けているかについて、どこかでチェックする
部署があるのか。

答 弁 者

答 弁 者

答 弁 者

　

生 涯 学 習 部 長
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発 言 議 員 議 案 件 名 ・ 要 旨

１番 2. 人工透析について ②市 民 福 祉 部 長
新井貫司議員 1） 本市の人口に対する透析患者の人数や比率を県の平均や近隣市などと

比較し、どの様になっているのか？分析の結果について 　
2） 透析患者が市内外の医療機関に通院や入院するに際し、レセプト（医

療機関が健康保険組合に請求する診療報酬明細書）などから市内外を
問わず、いずれの医療機関で治療を受けても所得に応じた自己負担外
の公的費用負担の割合など、どの様になっているのか？

3） 本市における透析患者の割合が、比較的多くなっていると聞くが、そ
の原因はどこにあると考えているのか。また、国保の保険財政を安定
させるため、医療費の抑制を図るという観点から、生活習慣病対策な
ど市民の健康維持増進に向けた積極的な啓発活動や、具体的な施策を
効果あるものとして打ち出し、その結果を市民に対し、市の広報など
を通し、公表していく考えがあるかどうか。

２番 1. 地域防災について ①総 務 部 長
永沼正人議員 1) 防災無線の聞き取り辛い地域への対策として「防災ラジオ」を無償貸

与もしくは有償貸与できないか。
2) 防災行政無線のデジタル化について
3) 現在、放送時にマイクのＯＮ、ＯＦＦ時のスイッチ音を拾うことがあ

る。手順等を配慮することで、余計な騒音を抑えられるのでは。
4) 災害時の炊き出しについて、給食センターが対応するのか。対応する

として、地域防災訓練に参加することは可能か。
　 　 　 　　

2. 再生可能エネルギー（グリーンエネルギー）の活用について ②経 済 環 境 部 長
1) 県は「再生可能エネルギー導入ビジョン」（案）をまとめたとの報道

もあるが、羽生市としても独自の「再生可能エネルギー導入政策」を
基本となるところから定める必要があるのではないか。

2) 市独自のモデル事業を策定し、小規模でも一歩を進めることが求めら
れているのでは。学校など、国庫補助も付くやに聞いている。避難所
などを対象に、建物の屋上などに太陽光パネルを設置できないか。

3) スマートグリッドの実験として、公用車を順次電気自動車にするべき。

給電設備も市役所に設置、市民の利用に供するというのは。
4) 小規模水力発電の可能性について

８番 1. ムジナモ自生地について ①
奥沢和明議員 1) 宝蔵寺沼緊急調査の進捗状況並びに内容

2) 自生地の水質改善
① ポンプによる水の循環
② 用水からの入水
③ 水族館からの汚水処理
3) 原風景の復活
① 掘り割りの泥揚げ
② 機械による浚渫
③ 水田の復活（試作田は可能か）
　 　
2. 県立水郷公園に隣接する北側道路拡張整備について ②まちづくり部長
　 （北側道路から三田ヶ谷小学校北側市道まで拡張含む）　

　 　
３番 1. 小児緊急医療体制について 　
入江國夫議員 1) 羽生市の小児救急体制の現況について ①消 防 長

2) 比企地区こども夜間救急センターの活動について ②市 民 福 祉 部 長
3) 羽生市内には、二次救急病院はないがなぜか
4) 小児科医師不足の最大の要因は何か
5) 子どもに対するワクチンの接種率は、何％か。予防注射を午後５時以

降でもできないか。また、土日もできないか。
6) 小児科の初期救急の３６５日２４時間診療体制はとれないか
7) 子育ての安心・安全を確保するために、今後、羽生市としてやれるこ

とは何か。
　
【１２月７日】

発 言 議 員 議 案 件 名 ・ 要 旨

７番 1. 放射線量の測定と小・中学生への教育について ①経 済 環 境 部 長
茂木延夫議員 ②学 校 教 育 部 長

　 2. 高齢者に肺炎球菌ワクチンの助成を ③市 民 福 祉 部 長

　

生 涯 学 習 部 長

答 弁 者

答 弁 者
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発 言 議 員 議 案 件 名 ・ 要 旨

１３番 1. 水道事業ガイドライン業務指標について ①まちづくり部長
斉藤　隆議員 1) 水道事業ガイドライン業務指標の認識について 　

2) 指標ナンバー　１１０１・１００５・２００３・２２０２・３００６
・３０２５・３１０５・３２０１・３２０２・３２０３・４００３・
４００４・４００５・５００２・５１０２・５１１１の数値について

3) 水道事業ガイドライン業務指標作成についての見解

4) 水道事業に関する説明責任の在り方について

2. 学校給食について ②
1) 学校給食法第２条第１号から第７号の目標達成の取り組みの現状と課

題。今後強化すべき取り組みについて 　
2) 同条同項の規定推進のため、学校給食基本計画・基本方針・実施計画

の策定について
3) 第７条にもとづく学校給食栄養管理者の配置状況について
4) 学校給食実施基準の認識・実施基準の具体的取り組み
5) 学校給食衛生管理基準の認識・管理基準の具体的取り組み
6) 衛生管理上適正を欠いた場合の対処体制
7) センター所長と市長との連携体制について
8) 小中学校とセンターとの連携の現状と今後の取り組み
9) 学校給食への郷土料理・伝統料理の献立てへの取り入れについて
10) 羽生市産農産物の使用状況の推移・今後の取り組みと課題
11) 旬の素材の活用について
12) 学校給食週間の対応（今日までとこれから）
13) 生産者・センター・関係者との情報交換・納入業者との意見交換につ

いて
14) 献立てのデータベース化やコンピュータによる物資管理・納入業者管

理についての現状と今後について 　

3. 子ども医療費助成制度の支給の在り方について ③市 民 福 祉 部 長
1) 病院側との連携・事務の煩雑化・付加給付の二重払い・高額医療費と

の調整・高額医療費還付給付制度の適用問題、窓口立替払の廃止はま
だ数市、地域に普及しない制度・加入している保険制度による二重払
い・国保国庫負担ペナルティ・各種保険組合付加給付・乳幼児医療費
は一部負担金を支払っていただいた者に対して支給するのが原則・受
診機会の増加による財源確保等過去の議会答弁への説明・解決の方法
などの見解について 　　

2) 先の事項は現物給付への絶対的障壁か
3) 今後の現物給付導入へむけた調査研究・検討の在り方とは
4) 自動償還払い方式の導入について 　

１０番 1. 主要幹線道路等の整備計画について ①まちづくり部長
保泉和正議員 1) 整備が予定されている区域での住宅建築について 　

2) 整備が予定されていて中断している箇所が何箇所あるか。

3) 整備が中断している箇所について、どのような条件が整ったら工事を
再開するのか。 　

4) 新設道路の整備計画はあるか。 　

１４番 1. 安心目線の放射線量測定を ①経 済 環 境 部 長
蜂須直巳議員 1) 基本的には、国や県の基準を最低レベルとし、より以上の測定基準に

もとづく測定と結果の公表を…仮に基準以上の線量を確認した場合に
は、安全確保と適切な対応基準を検討しておくべきと…

2) ホットスポットと想定される様な場所を、より積極的な調査、測定を
…

3) 市のＨＰでの公表だけでなく、広報やお知らせ版（号外）等で調査結
果の周知徹底を図り、市民に安心感を与える取り組みを…

2. 地域振興センター解散に伴う影響と対応について ②企 画 財 務 部 長
今迄、培ってきたスポーツや文化、芸術団体との協力関係、コミュニ
ケーション、ボランティア等と築かれた良き協力関係がしぼんでしま
う心配が考えられるが…どのように考えているか…来年度以降の各種
取り組みに支障が出ないのか心配な面もある。
　指定管理者とは云え、営利目的の企業の取り組みに、民間の任意団
体やボランティアが協力すると云う不自然な状態は避けられるのか…
　現時点で、事業の取り組みの在り方、任意団体やボランティアの関
わりをどのように考えているのか…？

　

学 校 教 育 部 長

答 弁 者
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